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木城町告示第25号 

 令和４年第７回木城町議会定例会を、次のとおり招集する。 

    令和４年８月26日 

                                木城町長 半渡 英俊 

１ 期 日  令和４年９月２日（金）午前９時 

２ 場 所  木城町議会議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

久保富士子君          桑原 勝広君 

森  伸夫君          眞鍋  博君 

神田 直人君          黒木 泰三君 

後藤 和実君          甲斐 政治君 

中武 良雄君                 

────────────────────────────── 

○９月７日に応招した議員 

同上 

────────────────────────────── 

○９月12日に応招した議員 

同上 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 
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令和４年 第７回（定例）木 城 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             令和４年９月２日（金曜日） 

 

議事日程（第１号） 

                         令和４年９月２日  午前９時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

      １）議長の諸般の報告 

        ①議長の会務報告 

        ②例月現金出納検査結果の報告 

        ③議員派遣の報告 

      ２）町長の行政報告 

        ①町長の政務報告 

        ②報告第６号 令和３年度健全化判断比率について 

        ③報告第７号 令和３年度資金不足比率について 

      ３）その他の行政報告 

        ①報告第８号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等につ

いて 

 日程第４ 議案第47号 令和３年度木城町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第５ 議案第48号 令和３年度木城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第６ 議案第49号 令和３年度木城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第７ 議案第50号 令和３年度木城町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第８ 議案第51号 令和３年度木城町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第９ 議案第52号 令和３年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第10 議案第53号 木城町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 日程第11 議案第54号 木城町子ども医療費の助成に関する条例の制定について 

 日程第12 議案第55号 令和４年度木城町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第13 議案第56号 令和４年度木城町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 
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 日程第14 議案第57号 令和４年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第15 議案第58号 令和４年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第16 議案第59号 令和４年度木城町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第17 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 日程第18 決算審査報告 

 日程第19 決算審査特別委員会の設置及び委員の選任 

 日程第20 委員会付託の省略 

 日程第21 議案に対する質疑 

 日程第22 各常任委員会・特別委員会議案審査付託 

 日程第23 散会 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

      １）議長の諸般の報告 

        ①議長の会務報告 

        ②例月現金出納検査結果の報告 

        ③議員派遣の報告 

      ２）町長の行政報告 

        ①町長の政務報告 

        ②報告第６号 令和３年度健全化判断比率について 

        ③報告第７号 令和３年度資金不足比率について 

      ３）その他の行政報告 

        ①報告第８号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等につ

いて 

 日程第４ 議案第47号 令和３年度木城町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第５ 議案第48号 令和３年度木城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第６ 議案第49号 令和３年度木城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第７ 議案第50号 令和３年度木城町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第８ 議案第51号 令和３年度木城町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 
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 日程第９ 議案第52号 令和３年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第10 議案第53号 木城町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 日程第11 議案第54号 木城町子ども医療費の助成に関する条例の制定について 

 日程第12 議案第55号 令和４年度木城町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第13 議案第56号 令和４年度木城町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第14 議案第57号 令和４年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第15 議案第58号 令和４年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第16 議案第59号 令和４年度木城町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第17 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 日程第18 決算審査報告 

 日程第19 決算審査特別委員会の設置及び委員の選任 

 日程第20 委員会付託の省略 

 日程第21 議案に対する質疑 

 日程第22 各常任委員会・特別委員会議案審査付託 

 日程第23 散会 

────────────────────────────── 

出席議員（９名） 

１番 久保富士子君       ２番 桑原 勝広君 

３番 森  伸夫君       ５番 眞鍋  博君 

６番 神田 直人君       ７番 黒木 泰三君 

８番 後藤 和実君       ９番 甲斐 政治君 

11番 中武 良雄君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 藤井  学君   議事調査係長 内野宮克俊君 

書  記 池田真那海君                 

────────────────────────────── 
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説明のため出席した者の職氏名 

町長  半渡 英俊君   副町長  萩原 一也君 

教育長  恵利 修二君   総務財政課長  河野 浩俊君 

会計管理者  壱岐 和寿君   まちづくり推進課長  西田 誠司君 

環境整備課長  長友  渉君   教育課長  黒木 宏樹君 

税務課長  谷岡  潔君   福祉保健課長  小野 浩司君 

町民課長  平野 大輔君   産業振興課長  三隅 秀俊君 

代表監査委員  桑原 正憲君                      

 

午前９時00分開会 

○事務局長（藤井  学君）  皆様、おはようございます。 

 議会の開会に先立ち、ご案内いたします。傍聴席での写真撮影及び録音等は禁止されています。

携帯電話をお持ちの方は、マナーモードにされるか電源をお切りくださるようお願いいたします。

いま一度ご確認ください。 

 なお、本定例会はクールビズ対応としております。 

 それでは皆様ご起立ください。一同、礼。ご着席ください。 

○議長（中武 良雄）  おはようございます。定刻になりました。ただいまの出席議員は９名です。

ただいまから令和４年第７回木城町議会定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。本定例会においては、新型コロナウイルス感染症予防対策の

ため、換気を行い、議場内においてはマスクの着用及び消毒の徹底にご協力いただきますようお

願いいたします。 

 令和４年第７回木城町議会定例会の会期日程予定表及び本日の議事日程については、本日開催

いたしました議会運営委員会で協議の上、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（中武 良雄）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、１番、久保富士子君、２番、桑原勝広

君を指名いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会期の決定 

○議長（中武 良雄）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から９月１２日までの１１日間にいたしたいと思
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います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から９月１２日

までの１１日間に決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．諸報告 

○議長（中武 良雄）  日程第３、諸報告を行います。 

 これより、議長の諸般の報告について、議長の会務報告、例月現金出納検査結果の報告、議員

派遣の報告を行います。 

 まず、議長の会務報告を行います。 

 別紙、議長の会務報告により、主なものを報告いたします。 

 まずは、新型コロナウイルス感染拡大も第７波になり、重症患者が増える傾向にあり、お亡く

なりになる患者様が増えてきております。お亡くなりになられました方々に対しまして、心から

ご冥福を申し上げたいと思います。今年の冬には、インフルエンザも流行するという話もありま

す。早めの予防接種が必要かと思われます。 

 また、ロシアのウクライナ侵略はいつ終わるかわからない状況にあります。会話により早期解

決を望む次第です。 

 それでは、６月定例会後の会務報告をさせていただきます。 

 まず、６月２４日、木城町畜魂碑前にて畜魂祭が実施されました。コロナ禍の中でありますの

で、規模縮小にて、生産者代表と関係者をお招きして、１２年前に殺処分されました３万

２２３頭の家畜の御霊に対して玉ぐしをささげ、二度と同じ悲劇が起きないことを祈願したとこ

ろであります。 

 次に、７月１日、ホテルベルフォート日向にて、令和４年度県道東郷西都線整備促進期成同盟

会総会があり、眞鍋産文委員長と出席しました。令和３年度事業報告及び収支決算書の承認、及

び令和４年度事業計画及び収支予算について協議したところであります。本年度は、高鍋土木事

務所管内の松尾工区においては、道路拡幅設計調査に２億８００万円、道路改良に８,６００万

円が計画されております。 

 ７月１１日、新富町役場２階にて令和４年度新田原基地周辺協議会総会が実施され、令和３年

度事業経過報告及び収支決算報告、令和４年度事業計画、収支予算について協議いたしました。

今年は１１月頃に九州防衛局に対して要望活動を実施することとなりました。 

 ７月２１日、新富町文化ホールにて、児湯郡（市）町村議会議長会議員研修会が実施され、議

員８名と事務局３名で参加いたしました。講演では、４年前よりお願いしておりました法政大学
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の土山希美枝教授に「質問力でつくる政策議会」と題して講演をいただきました。質問力向上は、

議員が皆考えていることであります。町をよくするために問い直すことであり、事実に基づき情

報収集して、それを分析して主張することであります。あくまでも権利であり、義務ではありま

せん。 

 ７月２９日、第３８回木城町肉牛枝肉共励会が実施されました。ミヤチク都農工場において審

査され、本町の別館２階にて表彰式が執り行われました。今年度は、出品者６名、出品頭数

２０頭でした。グランドチャンピオンには株式会社渡邊ファームさんがなられました。５冠を達

成されませんでした篠原さんも新たなスタートを切られることだと思います。今後とも木城町の

肉牛枝肉の品質向上に邁進していただけるものと期待をしております。 

 ８月３日、西都児湯クリーンセンターにて、令和４年第２回西都児湯環境整備事務組合議会臨

時会が実施され、西都市議会議員の改選により、新しく議長に西都市議会議長の太田寛文議員を

指名推薦し、承認されました。議案としては、アームロール車及びアームロール車用コンテナ購

入２台等が承認されました。 

 同じく新富にある広域水道企業団にて、令和４年第２回一ツ瀬川営農飲雑用水広域水道企業団

議会臨時会が実施され、専決処分１件、補正予算１件が承認されました。また、監査委員に西都

市議会議長の太田寛文議員が選任されました。 

 次に、８月４日、令和４年第６回木城町議会臨時会が実施され、４件の財産取得に関しまして

審議されました。内容は、木城町の義務教育学校備品購入に関して４社の指名競争入札と入札金

額等全て承認されました。 

 ８月５日、児湯郡（市）町村議会議長会が役場２階会議室でウェブ会議で実施され、今後の行

事について協議したところであります。 

 ８月６日、コミュニティ多目的広場にて夕方５時より第１２回木城盆おどり大会がコロナ禍の

中３年ぶりに実施されました。今回は、初めてふるさと振興協会が主催となり、ボランティアや

比木盆踊り保存会の皆さんの協力を得ながら実施されました。テナント店も８件ほどありました

が、ほとんどの店舗で完売する状況でした。今後は、盆踊りの開催時間等や盆踊りの参加者が増

える取り組みが必要だと感じたところです。 

 ８月７日、リバリスホールにて、子供ミュージカル「ふくちおう物語」が昼夜２回実施されま

した。今回は、町制５０周年の記念事業の一貫として実施されましたが、会長の長友道泰氏を初

め、福智王四十八隊の皆さんの努力に感謝したいと思います。百済王伝説が子供たちを通して後

世に残ることを期待しております。 

 ８月１０日、宮崎観光ホテルにて、宮崎県町村議会議長会正副議長研修会・地方行政問題協議

会が実施され、森副議長と出席いたしました。研修会では、政治ジャーナリストの泉宏氏をお招
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きして、演題に「参院選結果分析と今後の政局展望」と題して、岸田政権の課題と自民党内の権

力構図についての講話をいただきました。その後、３年ぶりに開催されました地方行政問題協議

会では、河野知事、中野県議会議長をお招きして、１０項目の各町村の要望事項を提出し、その

後意見交換会を実施いたしました。その後の懇親会は中止となりました。 

 ８月１５日、城山の忠魂碑前にて、令和４年度木城町戦没者供養祭が実施されました。今回も

規模縮小にて実施され、３３８柱の御霊に対して玉ぐしをささげたところであります。終戦から

７７年を迎えた今、ロシアがウクライナを武力で攻撃して侵略を現在も続けており、一般市民や

子供たちが死に追いやられております。さらに悪化して、核戦争へと向かわないことを願う次第

であります。 

８月２３日、役場２階町長応接室にて、宮崎県農業会議会長ほか２名の方が来庁され、来年

７月に改選が実施される農業委員と農地利用最適化推進委員において、女性の積極的な登用の要

望書の提出がありました。現在、本町では農業委員では２名の女性委員がおられますが、農地利

用最適化推進委員では、ゼロ名です。 

同日町長応接室におきまして、木城町シルバー人材センターの杉尾会長と高橋事務局長が来庁

され、県と木城町のシルバー人材センターからの要望書の提出がありました。運営の目標として、

会員５０名、売上げ４,０００万円を目標に、安心安全な作業をめざしていきたいなど、新しく

役員になった抱負をお聞きしたところであります。 

８月３０日、第８回宮崎県防衛議員連盟連絡協議会大会が新田原基地内で実施され、初めてオ

ブザーバーで参加いたしました。この協議会は、平成２５年１１月より結成され、県議会及び

１０の市町議会議員で構成され、会員が５４名であります。我が国の平和と発展に貢献する活動

をなされています。今回は、尾山基地司令より、「空の抑止力航空自衛隊（新田原基地）の活

動」について講話をいただきました。 

 ８月３１日、児湯郡（市）町村議会議長会を代表しまして県庁を訪問しまして、河野知事及び

県議会議長に対しまして、１３項目の要望を実施いたしました。本町からは前回に引き続き、県

道木城高鍋線の高城橋の架け替えについて要望したところであります。 

 以上で議長の会務報告を終わります。 

 次に、例月現金出納検査結果の報告については、別紙がお手元に配付してありますので、それ

により報告に代えます。 

 次に、議員派遣の報告を行います。 

 会議規則第１２７条第１項の規定により、議員派遣された件は、別紙、議員派遣の報告のとお

りでありますが、報告書１番、県道東郷西都線整備促進期成同盟会総会の件、報告書２番、児湯

郡（市）町村議会議長会議員研修会の件、報告書４番、宮崎県町村議会議長会正副議長研修会・



- 9 - 

地方行政問題協議会の件、報告書５番、児湯郡（市）町村議会議長会県庁要望活動の件について

は、先ほどの議長の会務報告の中で報告いたしましたので省略いたします。 

 報告書３番、宮崎県町村議会議長会議会運営委員会正副委員長研修会の件について、９番、甲

斐政治君の登壇報告を求めます。９番、甲斐政治君。 

○議員（９番 甲斐 政治君）  議会運営委員長、副委員長研修報告をいたします。令和４年７月

２６日、自治会館にて行われ、私、甲斐と久保富士子議員が参加いたしました。講師は、新潟県

立大学国際地域学部准教授の田口一博氏で、演題は、「町村議会の現代化・世界標準化につい

て」であります。ＩＴ化が進む現代は、住民のものの見方、考え方、常識が大きな変化をしてき

た。行政、議会の作業や情報発信も変化しなければならない。仕事の全国共通化、ルールの世界

標準化とデジタル化など進化している。地方議会においても取組を模索しなければならない状況

になった。このことにより、個人情報保護法が課題になる。議会の個人情報保護制度の規定を検

討しなければならなくなっております。県、市レベルでの策定は進んでいるが、町村では遅れて

いる。今般、議会議長より諮問されている議会本会議のインターネット配信においての調査にお

いても十分配慮される事案であり、慎重に検討しなければならないと思ったところであります。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（中武 良雄）  ９番、甲斐政治君の報告が終わりました。 

 以上で、議員派遣の報告が終わりました。 

 以上で、議長の諸般の報告を終わります。 

 次に、町長の行政報告を行います。 

 まず、町長の政務報告について、次に、報告第６号令和３年度健全化判断比率について、報告

第７号令和３年度資金不足比率について、登壇の上、町長の報告を求めます。町長。 

○町長（半渡 英俊君）  政務報告の前に一言申し上げたいと思います。昨日、お昼の１２時過ぎ

に、出店の岩切尚孝宅で人家火災が発生をいたしました。全焼でしたので、ご悲嘆いかばかりか

と心中お察し申し上げますとともに、お見舞いを申し上げたいと思います。負傷者も出さず、延

焼もなく、鎮火できましたこと、一安堵いたしておるところであります。 

 中武議長初め、議員の皆様方にも消火活動にご協力、ご加勢いただきましたこと、改めてお礼

を申し上げたいと思います。ありがとうございました。 

 それでは、政務報告をいたします。 

 本日、令和４年第７回木城町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には猛烈な台風

１１号の動向、そして新型コロナウイルス感染症の爆発的感染拡大と、記録的な酷暑の中にご出

席を賜り、厚くお礼を申し上げます。日ごろから町政運営並びに現下の新型コロナウイルス感染

症対策と、社会経済活動対策の両立にご理解、ご協力、ご助言をいただいておりますことに心か
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ら感謝を申し上げます。 

 本定例会におきましては、決算認定案６件、条例案２件、補正予算案５件、諮問１件、合わせ

まして１４件の付議事件のご審議をお願い申し上げますとともに、ご報告を３件させていただき

ます。ご審議くださいまして、議決を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、政務報告の前に３点報告をさせていただきます。 

１点目は、６月議会定例会以降の新型コロナウイルス感染症対策等についてであります。 

 初めに、新型コロナウイルス感染症に感染され、療養中の方々に心よりお見舞い申し上げます。

そして、日夜治療や住民の健康を守るために懸命な努力をなされています医療従事者を初めとす

るエッセンシャルワーカーの方々に心からのねぎらいと敬意を表します。第６波、第７波と新規

感染者数が爆発的感染状況となってきており、宮崎県におきましては、８月１１日から９月

２１日までをめどに医療非常事態宣言が発令中であります。本町におきましても、６月１０日時

点では１４５人でしたが、９月１日現在６６２人となっております。この間、１日当たりの新規

感染者が２桁台となり、教育・保育施設及び高齢者福祉施設等ではクラスター発生もありました。 

 ４回目のワクチン接種でありますが、リバリスでの集団接種は、７月１２日から昨日９月１日

まで行いました。なお、個別接種につきましては、１２歳以上は木城クリニックで、５歳から

１１歳までの小児につきましては、高鍋町のたかやま小児科及びおりたこどもクリニックで実施

をしております。抗原検査キットの無料配布でございますが、町単独事業として、新型コロナウ

イルス感染症に対する不安の解消と負担軽減のために、８月１２日と１７日に希望する町民にド

ライブスルー方式で無料配布をいたしました。今後も引き続き国・県の動向を注視して、連携を

図りながら、迅速かつ実効性のある新型コロナウイルス感染症対策と社会経済活動の両立を図っ

てまいります。 

 ２点目は、長引くコロナ禍や記録的な暑さの中で感動させられました明るい話題であります。

初めに、障害者が日ごろ培った職業技能を競うアビリンピックの喫茶サービス部門で比木の永友

綾香さんが金賞に輝き、１１月に千葉県で開催されます全国大会に出場することになりました。

ハンディキャップをフェアにして、前向きに、かつ明るい生き方に敬意を表したいと思います。 

 次に、木城中柔道部３年生の綾部苺寧さんと体操クラブ２年生の松元結さんが九州大会に出場

されました。２人とも２年連続の九州大会出場であり、記録的な暑さを吹き飛ばすような活躍ぶ

りでありました。さすがにてっぺんの壁は厚かったようでありますが、晴れの舞台で思いっきり

躍動していただきました。木城中の２人にあっぱれのエールを送りたいと思います。 

 次に、３年生の日髙未美さんは、宮崎市内のショッピングモールで車椅子を利用されていた体

の不自由な高齢男性に献身的な態度で介助をされています。後日、この女子生徒さんの行動に感

動された男性から木城中学校にお礼の手紙が届きました。その手紙には、「木城中の生徒の皆さ
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んは、優しい、すばらしい子供たちなんだろうと、木城の子供たちはすごいぞと強く思った」と

書かれてあり、また、「彼女のような思いやりにあふれた生徒を教育指導されている教職員の皆

様の日ごろの努力に敬意を表します」と書かれてあったそうであります。子供たちのすばらしい

善行と教育の質の高さを感じる出来事でありました。 

 ３点目は、故長友和吉様が預託されました文化財問題の件であります。６月議会定例会以降の

経過等でありますが、６月議会定例会で報告したことと変わりはありません。これまで１３名の

相続人のうち、９名と和解契約を締結しております。残りの４名の相続人に対しましては、引き

続き和解交渉を継続して解決を図ってまいります。 

 それでは、６月議会定例会以降の町長の政務について、お手元の政務報告により報告をさせて

いただきます。 

１ページを御覧ください。 

 初めに、１３日でございますが、木城町のふるさと納税の業務委託業者でありますシフトプラ

ス株式会社から企業版ふるさと納税として５０万円の寄附をいただきました。その後、本年度の

木城町ふるさと納税関係者会議を開催いたしました。現在、２６事業所には、創意工夫を凝らし

ながら節度あるふるさと納税の返礼品を提供していただいております。ふるさと納税額は、私の

町長就任時の平成２７年度が３億６,３９９万円余でありましたが、令和２年度には１０億

８,８４０万円余、令和３年度には、７億９,２７８万円余と順調に推移をしてきております。返

礼品取扱業者及び関係職員に敬意を表したと思います。 

 次に、１６日から１７日、及び７月４日に中学生の海外派遣事業に関する視察と、駐福岡台湾

総領事館及び駐福岡大韓民国総領事館を表敬訪問いたしました。中学生を対象にした海外派遣事

業がコロナ禍により海外でリアルに実施できない中で、国内の領事館や民間交流団体との交流事

業や異文化交流を図るために、今般、国内での研修を行うべく、関係機関の視察と表敬訪問をい

たしたところであります。 

 次に２３日でございますが、延岡市に本社があります株式会社山崎産業から企業版ふるさと納

税として２５０万円の寄附をいただきましたので、感謝の意を表するため、感謝状を贈呈いたし

ました。なお、山崎産業様とは、令和３年７月１９日に災害時における包括的応援協定を締結し

ております。株式会社山崎産業の地域貢献及び社会貢献に深甚なる敬意を表したいと思います。 

 次に、２６日でございますが、２０代から最高齢者は８３歳まで８地区の１１チームの参加の

もと、３年ぶりに町民ミニバレーボール交流大会が開催されました。まだまだ運動ができる、ス

ポーツができる体力があるということを糧にして、生涯現役で頑張るためにも、県民運動であり

ます１１３０運動、１週間に１日は３０分以上運動、スポーツをしましょうということを呼びか

けしたところであります。 
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 次に、２８日でございますが、高鍋土木事務所の小倉浩嗣所長が来庁され、木城町における令

和４年度の事業についての説明があり、意見交換させていただきました。道路関係で木城工区の

東郷西都線改良に２億９,４００万円、高城橋下部工補修で１,０００万円、河川砂防では、城山

北側の急傾斜の測量設計等で３,０００万円、切原川の河床掘削で１,０００万円、ダム関係では、

松尾ダムのゲート補修で３億５,７００万円、観測設備更新で２億８,８００万円、堆積土砂掘削

等で２億３,９００万円の事業を行う旨の説明がありました。 

 私からは、木城町に多額のインフラ整備予算をつけていただいたことに感謝を申し上げた上で、

高鍋木城石河内線の下鶴から城山下に至る道路拡幅工事と木城高鍋線の高鍋町内の高速道路下の

橋の架け替えを要望いたしたところであります。 

 次に、２９日でございますが、一般社団法人木城町ふるさと振興協会、会長は牛田宏氏であり

ます。定時社員総会が開催をされ、来賓挨拶をいたしました。法人化して２年目を迎えておりま

すが、コロナ禍の影響を受け、厳しい経営環境にありますが、役職員一丸となって行政と連携を

して、事業活動に取り組んでいただくことが決議をされたところであります。 

 次に、３０日でございますが、宮崎県治山林道協会の第１０回定時総会が開催されました。席

上、林道維持管理コンクールで木城町の渡川尾八重線が宮崎県知事表彰を受賞いたしました。役

員改選があり、会長に日之影町長の佐藤貢氏、副会長に川南町長の日髙昭彦氏、専務理事に福満

和徳氏、常務理事に佐々木寿氏、理事に私と国富町長の中別府尚文氏、同じく美郷町長の田中秀

俊氏、同じく高千穂町長の甲斐宗之氏、幹事に椎葉村長の黒木保隆氏、同じく西米良村長の黒木

竜二氏がそれぞれ選任をされております。 

 次に７月１日でございますが、日向市、西都市、美郷町、木城町で組織しております県道東郷

西都線整備促進期成同盟会の総会が日向市で開催されました。知事、県議会議長、県土整備部長

に対する要望事項は、１点目に松尾工区の早期完成、２点目に尾鈴橋付近、及び松尾トンネルか

ら尾鈴橋まで、並びに西都市平原地区の未改良区間の早期整備、３点目に道路整備予算の確保を

要望することになりました。なお、令和４年度の県道東郷西都線整備につきましては、木城工区

のみで、２億９,４００万円の予算が計上されております。 

 次に５日でございますが、令和５年度から令和９年度までの木城町地産地消・食育推進計画を

策定していただく、策定委員会の委員委嘱状交付を行いました。計画策定で期待される効果は

１点目に地域資源を生かした地域経済循環による雇用創出と所得控除、２点目に生産者の担い手

不測の解消、３点目に安心安全で豊かな食生活で町民福祉の向上、４点目に将来にわたり安心し

て暮らせる地球環境の継承を期待しております。委員のお１人に、包括的連携事業協定を締結し

ております南九州大学の杉尾直子教授に就任をいただいたところであります。 

 次に６日でございますが、宮崎県町村会による知事への要望活動、臨時総会等がリアルで開催
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されました。午前中に臨時理事会を開催し、その後河野知事に２０項目にわたる令和５年度の予

算編成及び施策に関する要望を行いました。代表して、木佐貫副会長が地方創生のさらなる推進

について、私が教育施策等の推進についてを要望したところであります。 

 ２ページを御覧ください。 

 臨時総会では、空席の町村会幹事に美郷町の田中秀俊町長を選出いたしました。同じく空席の

宮崎県国土調査推進協議会会長に国富町の中別府尚文町長を選出いたしたところであります。 

 次に、７日から８日まで上京いたしました。４月１日から全国山村振興連盟の理事を拝命し、

理事会に出席をいたしました。会長は、衆議院議員吉野正芳氏、会長代行は熊本県芦北町長の竹

崎一成氏であります。地方の魅力を発揮して山村振興を図るために５ブロック会議の開催や会員

市町村への情報提供を行ってまいります。さらに、政府や国会に山村振興関連予算と施策に関す

る要望活動を行うことになっております。 

 次に、１２日でございますが、３年ぶりに児湯農協の施設園芸部会総会、及び木城支部の全体

会が開催されました。団体部門で畑地支部、個人部門で稗嶋哲男氏が農協長及び木城町長賞を受

賞されております。ほとんどの品目について、反収や単価が伸び悩み、重油や肥料、資材の高騰

が重なり、経営面では厳しい１年だったと思っております。木城支部の全体会では、燃油や肥料

及び農業資材が秋口から高騰することに対するさらなる支援をしてほしい旨の要望があったとこ

ろであります。 

 次に、１４日でございますが、九州電源地域連絡協議会の総会が３年ぶりに佐賀県唐津市にお

いてリアルで開催され、宮崎県電源地域連絡協議会会長の立場で出席をいたしました。宮崎県の

１６市町村を含む９２市町村が会員となって電源地域の地域振興に対する相互協力体制と組織的

な運動を行っております。賛助会員は九州電力株式会社、電源開発株式会社、各県の企業局とな

っております。現行の補助事業の交付対象要件の緩和と弾力的運用、さらに関連補助金の重点配

分と優先採択等を要望していくことになりました。 

 次に、１９日であります。道路整備を推進するための制度の充実と道路整備予算の確保のため

の活動を展開しております宮崎県道路利用者協議会と宮崎県道路整備促進期成同盟会の総会がリ

アルで開催されました。道路整備及び維持管理が安定的に進められるように、新たな財源の創設

と道路関係予算の確保を要望していくことを決議いたしました。併せまして、高速道路の利用促

進と高速道路網の整備を促進するための宮崎県高速道路利用促進協議会と道路愛護の県民運動を

推進しております、宮崎県道路愛護運動推進協議会が開催されたところであります。 

 次に、２２日でございますが、木城町達人クラブの西有一郎会長ほか１８名が制限運転宣誓を

行い、私からは、制限運転宣誓証書を交付いたしました。制限運転を宣誓することにより、運転

寿命を延ばし年齢を重ねても安全にハンドルを握っていただきたいと思います。 
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宮崎県国民健康保険団体連合会の理事会及び総会につきましては、新型コロナウイルスＢ

Ａ.５の爆発的な感染拡大により、Ｚｏｏｍ方式で開催をされました。令和３年度の事業実施報

告及び歳入歳出決算並びに令和４年度歳入歳出補正予算を承認いたしました。 

 次に２５日でございます。新型コロナウイルス感染症対策会議については、毎週月曜日にコア

会議を開催しておりますが、新型コロナウイルスＢＡ.５の爆発的な感染拡大を受け、木城町新

型コロナウイルス感染症対策会議を開催し、現下の爆発的感染状況の情報共有と今後の対策等に

ついて協議いたしました。 

 次に、２７日でございますが、宮崎放送株式会社と包括的パートナーシップ協定を締結いたし

ました。よきパートナーとしてメディアの情報発信力をもとに、様々なステージで地域活性化と

住民サービスの向上を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、２９日でございますが、６生産者から２０頭が出品されて、第３８回木城町肉牛枝肉共

励会を規模を縮小して開催をいたしました。グランドチャンピオンは、篠原智和さんの５連覇を

阻止されました株式会社渡邊ファームが受賞されております。 

午後からは、西日本電話株式会社と災害時における相互連携に関する協定を締結いたしました。

緊急時や災害時において情報収集や提供していく上で、通信事業者との相互連携は大変心強いも

のがあり、安心や防災、減災につながるものだと考えております。 

 ３ページを御覧ください。 

 次に、８月２日でございますが、議員、職員、消防団員等の退職手当、消防団員等の公務災害、

非常勤職員等の業務災害、交通災害共済、県自治会館の管理運営を行っております宮崎県市町村

総合事務組合議会の第２回定例会が開催され、監事に就任をいたしました。その後、町村会の理

事会が開催され、１２月２５日投票の宮崎県知事選挙については、現職の河野俊嗣知事を推薦す

ることを決定したところであります。 

 次に４日でございますが、第６回木城町議会臨時会を開催いたしました。みどりの杜木城学園

の開校に向けての備品購入のための財産取得について４議案を原案のとおり可決をいただきまし

た。このことにより、来春４月１日開校のみどりの杜木城学園の教育活動を支え、教育環境に必

要な備品の整理ができることになります。 

 次に、６日でございますが、３年ぶりに木城盆おどり大会が開催されました。約８００人の町

民がふれあい、交流しながら盆踊り大会を堪能されていました。以前は普通にあちこちで行われ

ていました先祖を供養する盆踊りも今や比木地区だけになっております。住民をつなぐ民俗芸能

としての伝承活動に行政側からの支援が必要な時期にきているのではないかと個人的には思って

おります。ウィズコロナのもと新型コロナウイルス感染症と社会経済活動の両立を目指していく

主催団体の盆踊り実行委員会に感謝をいたしたいと思います。 
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 次に、７日でございますが、子供ミュージカルのふくちおう物語が午後から２回公演でリバリ

スホールで開催されました。百済王族伝説の町としてこれまで夢見る劇団や福智王四十八隊が中

心となって伝承活動をしていただいております。今回、町制施行５０周年と四十八隊結成１５周

年、そしてジュニアチーム結成５周年を記念して、子供ミュージカルという新しい表現で

１,３００年ほど前から綿々と続く父子再会の物語を公演していただきました。今後も町民に感

動や希望、元気を与える芸術文化活動を応援支援してまいりたいと考えます。 

 次に、宮崎県町村会による県選出国会議員に対する要望活動等で、９日から１０日まで上京い

たしました。県選出国会議員に対しまして、対面方式で令和５年度政府予算編成及び施策に関し

て１９項目の要望をいたしました。特に１点目にデジタル人材の確保について、２点目にＧＩＧ

Ａスクールの実施に伴う財政支援について、３点目に中山間地域等直接支払制度について要望し、

意見交換をいたしました。 

 次に１５日でございますが、規模を縮小しながらも厳粛に木城町戦没者慰霊祭を行いました。

春夏秋冬季節の訪れは変わりありませんが、終戦７７年、戦後は年ごとに遠くなってきているこ

とを感じております。ロシアによるウクライナ侵攻など、世界の緊張が高まっている今、戦災を

通じて学び得た教訓を次の世代に伝え、恒久平和を築くために努力していくものと考えておりま

す。 

 次に２４日でございますが、宮崎地方気象台の上出一美台長、及び宮崎河川国道事務所の松村

知樹所長が就任挨拶のため来庁されました。局地的な豪雨や台風などの水害、さらには地震など

の様々な災害に対して、顔が見える関係を築き、緊急時の連携を再確認いたしました。 

 次に、２９日でございますが、農林水産省の農村研修生の池田光輝さんが表敬来庁されました。

田神の篠原智和さんの農場で１６日まで住み込みで実習をされます。 

 次に、３１日でございますが、新型コロナウイルス対策に係る知事と市長村長とのウェブ会議

が開催されました。直近１週間の人口１０万人当たりの新規感染者数は全国第５位で、病床使用

率は５１.８％という状況等を勘案して、医療非常事態宣言を９月２１日まで延長することに同

意をいたしました。 

なお、国においては、９月上旬から小児接種の努力義務化を予定している旨の情報提供があっ

たところであります。 

 最後に９月１日でございますが、千葉県出身の石橋美亜子さんに地域おこし協力隊の委嘱状交

付式を行いました。世代間交流施設かしのみの運営とかしのみを拠点とした地域福祉づくりに携

わっていただきます。さらに、地域包括支援センターや生活支援コーディネーターとの連携によ

る高齢者支援及び介護予防活動にも参画をしていただきます。その他の用務につきましては、お

手元の政務報告書でご確認いただきますよう申し上げまして、町長の政務報告を終わらせていた
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だきます。 

 続きまして、報告第６号及び報告第７号についてご報告いたします。 

初めに、報告第６号。報告第６号は令和３年度健全化判断比率についてであります。地方公共

団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、監査委員の意見を付して報告する

ものであります。実質公債費比率は３.６％となっており、早期健全化基準の２５％を下回って

おります。なお、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字がないため算定されません。また、

将来負担比率も将来負担額を充当可能財源等が上回るため算定されません。 

 次に、報告第７号。報告第７号は令和３年度資金不足比率についてであります。地方公共団体

の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、監査委員の意見を付して報告するも

のであります。木城町簡易水道事業特別会計並びに木城町下水道事業特別会計とも資金不足はあ

りません。 

 以上で、町長の行政報告を終わらせていただきます。 

○議長（中武 良雄）  町長の行政報告が終わりました。 

 次に、その他の行政報告を行います。 

 報告第８号教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等について登壇の上、教育

委員会教育長の報告を求めます。 

○教育長（恵利 修二君）  失礼いたします。地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条

第１項の規定により、令和３年度の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等に

ついて報告をいたします。 

 評価等報告書の１ページにありますように、点検・評価の考え方及び点検・評価項目、点検・

評価の基準に沿って行った各項目の評価結果をもとに第三者の教育委員会評価等委員の意見を求

めて各項目ごとに意見を記述しております。 

 それでは、令和３年度分の教育委員会評価がＡ評価に変わったところ、またはＢ評価及び新た

な取組を中心に報告をさせていただきます。 

報告書の２ページを御覧ください。 

中項目（４）の小項目①教育委員会と町長部局との意見交換会の実施がＡ評価になっておりま

す。これは一番下のコンマの令和３年度総合教育会議を令和２年度の２回から回数を増やして、

３回実施しておりますことから、Ａ評価になっております。 

 次に、３ページを御覧ください。 

中項目（７）の小項目①小中一貫教育に係る検討・研究では、義務教育学校建設工事第１工区

に着手したことや、義務教育学校の制服を決定したことから、Ａ評価となっております。 

 次に、４ページを御覧ください。 
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中項目（１）の教育行政の運営に関する基本方針を定めることでは、木城町教育大綱の改正を

行ったことから、Ａ評価になっております。 

 次に、資料、７ページを御覧ください。 

中項目（２）の小項目①生涯学習の推進の５つ目のコンマでありますが、木城っ子安全守る

隊・応援隊についての情報交換を実施することができましたことからＡ評価となっております。 

 次に、８ページを御覧ください。 

中項目（２）の小項目②の社会教育の推進の４つ目のコンマでありますが、地域担当職員制度

についての課題がまだあり、Ｂ評価となっております。 

 最後に９ページを御覧ください。 

中項目（２）の小項目⑤芸術文化の振興と文化遺産の保護の５つ目のコンマでありますが、文

化財処分問題についても、令和２年度同様に進展が見られないので、Ｂ評価としております。 

 最後になりますが、１０ページは、評価委員の方々によります総合評価をいただき、取りまと

めております。実施内容等については、継続的に取り組んでほしいというような、全体的には評

価と理解はいただいたところであります。さらに、ご意見やご提言を今後の教育委員会の管理運

営や新たな取組、事業改善に反映させていきたいと考えております。また、新型コロナウイルス

感染の継続が今後とも心配されますが、感染防止に努めながら、工夫し、充実した学校教育、社

会教育活動が実施できますよう努めてまいりますとともに、令和５年４月の魅力ある義務教育学

校みどりの杜木城学園開校に向けて邁進してまいりたいと考えております。 

 以上で終わります。 

○議長（中武 良雄）  その他の行政報告が終わりました。 

 これで諸報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．議案第４７号 

日程第５．議案第４８号 

日程第６．議案第４９号 

日程第７．議案第５０号 

日程第８．議案第５１号 

日程第９．議案第５２号 

日程第１０．議案第５３号 

日程第１１．議案第５４号 

日程第１２．議案第５５号 

日程第１３．議案第５６号 
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日程第１４．議案第５７号 

日程第１５．議案第５８号 

日程第１６．議案第５９号 

日程第１７．諮問第１号 

○議長（中武 良雄）  次に、議案上程を行います。 

 提出されました日程第４、議案第４７号から日程第１７、諮問第１号に至る議案については、

朗読は省略し、町長から一括して提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（半渡 英俊君）  提案理由を申し上げます。 

 ただいま上程をいただきました議案第４７号から議案第５９号に至る１３議案及び諮問第１号

につきまして、一括して提案理由の説明を申し上げます。 

 議案第４７号は、令和３年度木城町一般会計歳入歳出決算認定についてであります。一般会計

及び特別会計の決算につきましては、別紙の令和３年度決算説明資料により説明をさせていただ

きます。 

 それでは、令和３年度決算説明資料の１ページを御覧ください。 

 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、依然として厳しい状況の中、本町におきまして

は、段階に応じた新型コロナウイルスワクチン接種などによる感染予防・拡大防止、町内農商工

業者への事業継続及び販路拡大等の緊急支援、プレミアム商品券発行などの地域振興策、子育て

世代及び住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金支給、学校・保育施設・福祉施設における感

染症予防物資調達等による衛生環境整備など、ポストコロナ、ウィズコロナを見据えた感染症防

止と経済社会活動の両立を図るための施策を実施しております。 

 さて、一般会計決算につきましては、令和３年度も収支の均衡は取れましたが、固定資産税な

どの大規模償却資産を柱とする町税の減少や社会保障費の増加、コロナ禍による新しい生活様式

への対応など、将来の財政の硬直化が予想されることから、義務教育学校建設という大型事業も

進めつつ財政健全化に努め、ふるさと納税などの歳入の確保や歳出の見直しを行い、住民ニーズ

に適切に対応した福祉向上と地域の発展、教育の充実、農林業活性化などを図りながら、行財政

運営を進めてきたところであります。 

 そこで、令和３年度の当初予算額は５３億４,５００万円でしたが、補正予算及び繰越予算を

含めました最終予算額は６３億７,９４７万２,０００円となり、前年度予算額６２億３,５０６万

９,０００円と比較いたしますと、２.３％増の予算規模となりました。 

 この予算に対しまして、決算額は、歳入６１億４,４９３万９,０００円、歳出５８億

８,６５７万９,０００円で、翌年度に繰越すべき財源４,９９４万９,０００円を差し引きました

実質収支額は２億８４１万１,０００円となりました。 
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 なお、歳入歳出の状況につきましては、令和３年度決算説明資料の２ページから９ページのと

おりであります。 

 次に、議案第４８号。議案第４８号は、令和３年度木城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算認定についてであります。 

 令和３年度決算説明資料の１０ページ及び１１ページを御覧ください。 

 令和３年度決算額は、歳入６億９,８２６万８,０００円、歳出６億７,８１９万６,０００円で、

差引き２,００７万２,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、県支出金４億８,４８３万４,０００円で６９.４％、国民健康保険税１億１,８４０万

７,０００円で、１７％、繰入金８,３０７万８,０００円で１１.９％の順となっております。 

 歳出は、保険給付費４億５,２２３万２,０００円で６６.７％、国民健康保険事業費納付金

１億５,５２５万２,０００円で２２.９％、総務費３,８６４万円５.７％の順となっています。 

 次に、議案第４９号。議案第４９号は、令和３年度木城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

認定についてであります。 

 令和３年度決算説明資料の１２ページ及び１３ページを御覧ください。 

 令和３年度決算額は歳入１億８,６００万円、歳出１億６,９５７万４,０００円で、差引き

１,６４２万６,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、使用料及び手数料９,０１２万６,０００円で、４８.５％、町債４,６６０万円で、

２５％の順となっております。 

 歳出は、簡易水道費１億４,６８１万３,０００円で、８６.６％、公債費２,２７６万１,０００円

で１３.４％となっています。 

 次に、議案第５０号。議案第５０号は、令和３年度木城町下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定についてであります。 

 令和３年度決算説明資料の１４ページ及び１５ページを御覧ください。 

 令和３年度決算額は、歳入２億６,５１９万３,０００円、歳出２億４,４０３万４,０００円で、

翌年度に繰越すべき財源５２万７,０００円を差し引いた実質収支額は２,０６３万２,０００円

となりました。 

 歳入は、繰入金１億３,９６８万６,０００円で、５２.７％、使用料及び手数料４,１０２万

１,０００円で、１５.５％の順となっております。 

 歳出は、公共下水道費１億３,０３３万８,０００円で５３.４％、公債費１億１,３６９万

６,０００円で４６.６％となっております。 

 次に、議案第５１号。議案第５１号は、令和３年度木城町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

についてであります。 
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 令和３年度決算説明資料の１６ページから１８ページを御覧ください。 

 初めに、令和３年度保険事業勘定の決算額は、歳入７億２,０３２万２,０００円、歳出７億

１,１２３万２,０００円で、差引き９０９万円の実質収支額となりました。 

 歳入は、国庫支出金１億８,７７８万８,０００円で２６.１％、支払基金交付金１億７,１７０万

９,０００円で２３.８％、繰入金１億４,４７５万５,０００円で２０.１％の順となっています。 

 歳出は、保険給付費６億５５６万８,０００円で、８５.１％、地域支援事業費４,２４０万

２,０００円で６％、諸支出金３,３６５万９,０００円で４.７％の順となっております。 

 次に、サービス事業勘定の決算額は、歳入１,８０８万４,０００円、歳出１,７１８万

４,０００円で、差引き９０万円の実質収支額となりました。 

 歳入は、繰入金１,１７７万５,０００円で６５.１％、サービス収入３２５万５,０００円で

１８％の順となっております。 

 歳出は、サービス事業費９８８万３,０００円で、５７.５％、総務管理費４２４万７,０００円

で、２４.７％の順となっております。 

 次に、議案第５２号。議案第５２号は、令和３年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定についてであります。 

 令和３年度決算説明資料の１９ページ及び２０ページを御覧ください。 

 令和３年度決算額は、歳入６,７３２万５,０００円、歳出６,７０５万９,０００円で、差引き

２６万６,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、後期高齢者医療保険料４,１１１万９,０００円で６１.１％、繰入金２,５４５万

５,０００円で３７.８％の順となっております。 

 歳出は、後期高齢者医療広域連合納付金６,５９２万８,０００円で９８.３％、諸支出金

７４万１,０００円で１.１％の順となっております。 

 次に、議案第５３号。議案第５３号は、木城町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についてであります。 

 令和４年５月に地方公務員の育児休業等に関する法律等及び育児休業、介護休業等育児または

家族介護を行う労働者の福祉に関する法律等の一部を改正する法律が公布され、働きながら育児

や介護がしやすい環境整備をさらに進めることとされました。 

 具体的な内容は、育児休業を２回まで取得可能とすること、非常勤職員に係る育児休業の取得

要件等が緩和されましたので、法改正に準じて所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第５４号。議案第５４号は、木城町子ども医療費の助成に関する条例の制定につい

てであります。 

 今回の条例制定は、現在施行しております木城町乳幼児及び児童医療費の助成に関する条例を
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全部改正し、名称も乳幼児及び児童から子どもに総括して変更するものであります。 

 全部改正の内容といたしましては、これまでの未就学時から１８歳高校生到達年度までの一診

療報酬明細当たりの自己負担額を現在の８００円から自己負担なしに改正し、ゼロ歳から１８歳

までの医療を全額助成することで、子育て世帯の医療費負担の軽減と、子供の発育等の健全育成

の一層の促進を図るものであります。 

 なお、施行期日につきましては、周知の期間や関係機関等との調整期間を考慮し、令和５年

４月１日からの実施となります。 

 次に、議案第５５号。議案第５５号は、令和４年度木城町一般会計補正予算（第３号）であり

ます。 

 補正予算（第３号）は、予算の総額に歳入歳出それぞれ７,４８７万２,０００円を追加し、予

算の総額をそれぞれ６９億１,９６６万３,０００円にするものであります。 

 歳入の主なものは、国庫支出金増額２,６０２万１,０００円、財産収入増額１,６２７万

７,０００円、寄附金増額７５０万円、繰入金増額１,４３０万６,０００円等であります。 

 歳出の主なものは、総務費増額１,２５３万５,０００円、民生費増額３,３２７万９,０００円、

衛生費増額１,１８１万５,０００円、商工費増額１,１９７万５,０００円、予備費増額２,０１４万

７,０００円、教育費減額２,２６９万５,０００円等であります。 

 次に、議案第５６号。議案第５６号は、令和４年度木城町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）であります。 

 補正予算（第２号）は、予算の総額に、歳入歳出それぞれ、２５６万円を追加し、予算の総額

をそれぞれ７億１,２７５万８,０００円にするものであります。 

 歳入は、国民健康保険税増額２５６万円であります。 

 歳出の主なものは、総務費増額１６万４,０００円、諸支出金増額１９万４,０００円、予備費

増額２１５万８,０００円等であります。 

 次に、議案第５７号。議案第５７号は、令和４年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算（第

２号）であります。 

 補正予算（第２号）は、予算の総額に、歳入歳出それぞれ５２８万６,０００円を追加し、予

算の総額を、それぞれ１億４,９６６万３,０００円にするものであります。 

 歳入は、繰越金増額１,５６６万３,０００円、繰入金減額１,０３７万７,０００円であります。 

 歳出は、簡易水道費増額５２３万６,０００円、予備費増額５万円であります。 

 次に、議案第５８号。議案第５８号は、令和４年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第

２号）であります。 

 補正予算（第２号）は、予算の総額に歳入歳出それぞれ３３０万円を追加し、予算の総額をそ
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れぞれ２億１,５８９万１,０００円にするものであります。 

 歳入は、繰越金増額１,９３５万７,０００円、繰入金減額１,６０５万７,０００円であります。 

 歳出は、公共下水道費増額３３０万円であります。 

 次に議案第５９号。議案第５９号は、令和４年度木城町介護保険特別会計補正予算（第１号）

であります。 

 補正予算（第１号）は、保健事業勘定につきましては、予算の総額に歳入歳出それぞれ

２,７７１万５,０００円を追加し、予算の総額をそれぞれ７億５,７７１万５,０００円にするも

のであります。 

 保険事業勘定の歳入の主なものは、国庫支出金増額７８３万９,０００円、繰越金増額

９０８万８,０００円、諸収入増額６０１万５,０００円等であります。 

 歳出の主なものは、総務費増額４５３万２,０００円、諸支出金増額２,３８０万４,０００円、

保険給付費減額６２万１,０００円等であります。 

 次に、サービス事業勘定につきましては、予算の総額に歳入歳出それぞれ８９万９,０００円

を追加し、予算の総額をそれぞれ１,５８９万９,０００円にするものであります。 

 サービス事業勘定の歳入は、繰越金増額８９万９,０００円であります。 

 歳出は、諸支出金増額９０万円、予備費減額１,０００円であります。 

 最後に、諮問第１号。諮問第１号は、人権擁護委員候補者の推薦についてであります。 

 人権擁護委員は、国民の基本的人権が侵犯されることのないように監視し、これが侵犯された

場合は、その救済のため、速やかに適切な処置を取るとともに、常に自由人権思想の普及高揚に

努めることを使命としております。 

 現在、委員として活躍されております中井裕子氏が令和４年１２月３１日をもって任期満了と

なりますが、再度、委員として中井裕子氏を推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規

定により、議会の意見を求めるものであります。 

なお、委員の任期は３年間となっております。 

 以上で提案理由の説明を終わらせていただきます。ご審議の上、ご賛同賜りまして、議決をし

ていただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中武 良雄）  町長の提案理由説明が終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１８．決算審査報告 

○議長（中武 良雄）  日程第１８、決算審査報告を行います。 

 令和３年度の一般会計及び特別会計の決算について、代表監査委員より決算審査報告をお願い

いたします。監査委員。 
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○代表監査委員（桑原 正憲君）  監査委員のほうから報告します。 

 令和３年度木城町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに定額資金運用基金の運用状況調書

審査意見書の提出について、地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和４年７月６日付発

木総財第５７号で審査を求められました。令和３年度木城町一般会計及び特別会計歳入歳出決算

並びに同法第２４１条第５項の規定により、同日付で審査を求められた定額資金運用基金の運用

状況調書について、木城町監査基準に基づき、議員の神田議員と審査を行い、終了したので、意

見書を提出します。 

 １ページを御覧ください。 

令和３年度決算審査意見書、審査の期間が令和４月７月６日から令和４年８月３日まで。 

 ２ページをお願いします。 

 審査の結果、令和３年度一般会計及び特別会計の決算状況は下記のとおりであり、関係諸帳簿

及び証拠書類を照合した結果、決算計数について正確であることを確認しました。 

 令和３年度全会計決算状況、一般会計が歳入総額６１億４,４９３万８,３３８円、それから特

別会計が１９億５,５１９万１,５０４円、合計８１億１２万９,８４２円です。それが歳入総額

です。それから、歳出総額一般会計が５８億８,６５７万８,８００円、それから特別会計の総額

が１８億８,７２７万９,４０６円、合計７７億７,３８５万８,２０６円となっております。合計

の差引残額は３億２,６２７万１,６３６円、翌年度へ繰越すべき財源５,０４７万６,０００円、

実質収支額２億７,５７９万５,６３６円となっております。 

 ３ページをお願いします。 

 決算の概要、一般会計、令和３年度一般会計決算収支状況は、上表のとおりであります。 

 歳入総額は、６１億４,４９３万８,０００円で、前年度と比べ７,８７１万円の減、歳出総額

は５８億８,６５７万９,０００円で、前年度と比べ８,１８５万４,０００円の減でありました。

歳入歳出差引き２億５,８３６万円となっており、翌年度へ繰越すべき財源４,９９４万

９,０００円を差し引いた実質収支は２億８４１万１,０００円であります。この実質収支から前

年度実質収支を差し引いた単年度収支は、４,０３９万９,０００円の減となっております。 

 ４ページをお願いします。 

 令和３年度歳入決算は上表のとおりであります。歳入総額は６１億４,４９３万８,０００円で、

前年度と比べ７,８７１万円の減であり、調定額に対する収入率は９６.２％でありました。主な

対前年度減額は、寄附金２億９,５２１万９,０００円の減、国庫支出金２億６,５２３万

９,０００円の減、町税１億２２０万４,０００円の減でありました。 

 ５ページお願いします。 

 令和３年度自主財源と依存財源の状況及び推移は上表のとおりであります。財源の構成比を見
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ると、自主財源６２.６％、国県依存財源は、３７.４％であります。 

 自主財源８.８％減で、その主なものは、寄附金２７.１％の減、繰越金３６.２％の減、国県

依存財源は１４.５％の増で、法人事業税交付金１０１.５％の増、町債２２０.４％の増であり

ました。全体の対前年度増減率は１.３％の減となっております。 

 ６ページお願いします。 

 令和３年度町税収納の推移は上表のとおりであります。 

 調定額に対する収納率は９９.９％となっております。収入未済額は２７４万８,０００円であ

り、前年度の２９４万９,０００円から２０万１,０００円の減であります。不納欠損額はゼロで

あります。主な町税収納額の推移は、前年度と比べ、固定資産税９,９１３万８,０００円の減、

町民税は４９７万円の減となっております。 

 ７ページお願いします。 

 上のほう、令和３年度の町税の不納欠損内訳及び推移は上表のとおりであります。 

 令和３年度は不納欠損を行っていません。 

それから、令和３年度の地方交付税額の状況及び推移は上表のとおりであります。地方交付税

は４億３,６６８万２,０００円で、前年度と比べ、２億１,２４８万９,０００円の増でありまし

た。歳入総額の７.１％を占めております。 

 ８ページをお願いします。 

 令和３年度の分担金及び負担金の収入状況は上表のとおりであります。 

 社会福祉費負担金収入未済額１２万６,９００円、解消に努力をお願いしたいと思います。 

 それから下のほう、令和３年度使用料及び手数料の収入状況は上表のとおりであります。 

 収入未済額は３５５万６,０００円であり、前年度から１２万２,０００円の減でありました。

住宅使用料滞納世帯数４３世帯、実質滞納世帯数８世帯、今後も滞納者に対する厳正な処理、情

報提供など、収入未済額解消に努力をお願いしたいと思います。 

 ９ページをお願いします。 

 令和３年度の町債発行及び償還状況は上表のとおりであります。 

 町債発行額６億９,０７０万円であり、年度末現在高元金、１５億４,８６３万８,０００円で

あります。町人口４,９６４人、令和４年３月末住民基本台帳の一人当たり負担額は３１万

２,０００円となっております。 

 令和３年度の収入未済額の状況は上表のとおりであります。 

 収入未済額は２億４,３８６万１,０００円であり、前年度と比べ２億２,３１４万８,０００円

の増であります。主な対前年度増は町債１億９,７１０万円の増、教育費国庫負担金２,６７７万

１,０００円の増で義務教育学校校舎建設事業繰越金であります。 
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 １０ページお願いします。 

 歳出決算について、令和３年度の歳出決算は上表のとおりであります。 

 歳出予算額は６３億７,９４７万２,０００円で、前年度と比べ１億４,４４０万３,０００円の

増であります。教育費支出済額の増は、学校施設設備である。総務費支出済額の減は、特別定額

給付金の減少によるものであります。 

 １１ページをお願いします。 

 令和３年度の性質別歳出の状況及び推移は、上表のとおりであります。 

 義務的経費は構成比でみると３０.３％、前年度と比べ３.６％の増であります。投資的経費に

ついては、１２.１％であり、前年度と比べ３.１％の増であります。その他の経費については

５７.６％であり、前年度と比べ６.７％の減で、補助費等が６億１,１６８万６,０００円減少し

ております。 

 １２ページを御覧ください。 

 公債費、令和３年度の公債費支出額２億４６０万８,８４５円、対前年度増減額はマイナス

１,０２９万９,５１５円です。 

 次、予備費、令和３年度の予備費の充用状況は、上表のとおりであります。 

 新型コロナウイルス予防接種３回目の案内を緊急に行う必要があり、そのための健康管理シス

テムの改修が必要となったためであります。 

 次、予算の流用、令和３年度の予算の流用状況は上表のとおりであります。 

 予算の流用は１３件で、流用総額は２６万４,０００円でありました。前年度に比べ大幅な減

であります。中でも自動車重量税増額１万９,０００円、これは、車が１０年たったら税金が増

加するというような形で、１３年経過によります流用となっております。予算計上漏れによる残

高不足３万９,０００円、学力サポーターが年間に予定した勤務時間を超え、勤務してしまった

６万８,０００円、金額は少ないけど、事前に予測できたものではないかと考えられます。だか

ら、今言ったような自動車の重量税なんかも検討した考えで１つ細かな予算を組んでいただきた

いと思います。計画的かつ適切な事務執行を望みます。 

 １３ページをお願いします。 

令和３年度の補助金交付の状況は上表のとおりであります。 

 財政援助団体等補助金総額は３億６,８１２万円で前年度と比べ、９,４６６万４,０００円の

減であります。主な原因は、交付区分Ｃの補助金９,３１４万４,０００円の減となっております。 

 それから、次、委託料、令和３年度の委託料内訳は上表のとおりであります。 

 委託料決算額は７億３,３７９万４,０００円で、前年度と比べ８００万５,０００円の減であ

ります。委託区分Ｂ２,９５７万９,０００円の増、環境整備課の道路メンテナンス事業等であり
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ます。委託区分Ｃは４,９８２万２,０００円の減、学校教育総務費等であります。それから、食

糧費、令和３年度に支出された一般会計における食糧費の支出額、２８件１９万３,０００円で

前年度と比べ１８万８,０００円の減であります。新型コロナウイルスの影響が大きかったと考

えられます。行事、会議等でのお茶等、行政事務執行上必要な支出であったことを確認いたしま

した。 

 それから１４ページ、決算統計資料に基づく財政指標、その下のほうに行きます。 

実質収支比率は地方公共団体の決算剰余または欠損の状況を財政規模との比較で表したもので

あります。令和３年度の実質収支比率は７.１％となっており、前年度と比べ２.２ポイントの減

となりました。令和３年度の経済の景況等によるが３％から５％程度が望ましいと考えられます。 

 経常収支比率は、通常、財政構造の硬直度・弾力性を表す指標で、人件費、扶助費、公債費等

の安易に縮減することのできない経常的経費等に税、交付税等を中心とする経常的な一般財源収

入がどの程度充てられているかを示す比率であり、この比率が高いほど経常剰余財源が少なく、

財政の硬直化が進んでいると思われます。令和３年度の経常収支比率は、７６.７％で、前年度

の８２.６％と比べ、５.９ポイントの減となっております。町にあっては７０％程度に収まるこ

とが妥当と思料されます。 

 それから次、財政力指数。財政力指数は、地方公共団体の財政上の能力を示す指数をいい、こ

の指数が１に近いほど財政力が強いと見ることができます。令和３年度の指数は０.８９２で、

前年度より０.０５２ポイントの減でありました。 

 次、公債費負担比率。公債費負担比率は、一般財源総額に占める公債費充当一般財源の割合に

よって、公債費の財政負担の状況を把握しようとするものであります。令和３年度の公債費負担

比率は４.３％であります。当該比率が１５％を超えている団体は、特に地方債の管理に配慮す

る必要があります。 

 次に、標準財政規模、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の規模

を示すもので、おおむね町税、地方譲与税、各種交付金、普通交付税、臨時財政対策債の合計と

等しい。この数値が大きいほど財政力が強いと見ることができます。令和３年度は、２９億

３,５６２万４,０００円で、令和２年度の２６億８,３８０万４,０００円と比べ、２億

５,１８２万円増加しています。 

 １５ページをお願いします。これから特別会計に移ります。 

 国民健康保険事業特別会計です。令和３年度の国民健康保険事業特別会計の決算収支状況は上

表のとおりであります。 

 歳入総額６億９,８２６万８,０００円、歳出総額６億７,８１９万６,０００円、歳入歳出差引

き２,００７万２,０００円となっており、単年度収支は５２４万６,０００円となっております。
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前年度に比べ歳入は８,４８８万３,０００円の増、歳出は７,９６３万７,０００円の増となって

おり、単年度収支は昨年度と比べ４５万１,０００円の増となっております。 

 １６ページをお願いします。 

 令和３年度の歳入決算は上表のとおりであります。 

 歳入総額は６億９,８２６万８,０００円で、前年度と比べ８,４８８万３,０００円の増となっ

ています。主な対前年度増減は、県支出金８,５７６万６,０００円の増、繰入金６３１万

４,０００円の増、繰越金２７９万６,０００円の増、国民健康保険税６９９万円の減となってお

ります。 

 １７ページをお願いします。 

 令和３年度の主要財源の状況及び推移は上表のとおりであります。 

 運営主体が県であるので、６９.４％が県支出金となっています。また、繰入金は一般会計か

ら６,９７２万円、基金から１,３３５万８,０００円であります。 

下のほうで、令和３年度国民健康保険税収納状況は上表のとおりであります。 

 収入済額は１億１,８４０万７,０００円で、前年度に比べ６９９万円の減となっております。 

 １８ページお願いします。 

健康保険税の不納欠損内訳及び推移。令和３年度は不納欠損を行っていません。今後も適切な

対応を望みます。 

 １９ページをお願いします。 

令和３年度の歳出決算は上表のとおりであります。 

 歳出総額は６億７,８１９万６,０００円で、前年度と比べ７,９６３万７,０００円の増となっ

ております。主な対前年度増減は保険給付費７,２５７万６,０００円、国民健康保険事業費納付

金２,２１２万６,０００円の減であります。 

 ２０ページをお願いします。 

保険給付費内訳です。令和３年度保険給付費内訳及び推移は上表のとおりであります。 

 保険給付費合計は、１９.１％増の４億５,２２３万２,０００円であります。出産育児諸費は

１００％の増、１６８万１,０００円、葬祭諸費は２５％減の１８万円であります。 

令和３年度の被保険者数及び世帯数の状況、推移は上表のとおりであります。 

 後期高齢者医療保険への移行及び人口減少等に伴い、被保険者数は２８人の減、世帯数は７世

帯の減であります。 

 ２１ページをお願いします。 

簡易水道事業特別会計、令和３年度簡易水道事業特別会計の決算収支は、上表のとおりであり

ます。 
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 歳入総額は１億８,６００万で、前年度と比べ３,１８１万５,０００円の減、歳出総額は１億

６,９５７万４,０００円で、前年度と比べ２,４０１万６,０００円の減であります。実質収支は

１,６４２万５,０００円、単年度収支は４２９万９,０００円の減でありました。 

２２ページをお願いします。 

簡易水道の令和３年度の歳入決算は上表のとおりであります。 

 歳入総額は、１億８,６００万円で、前年度と比べ、３,１８１万５,０００円の減であります。

主な対前年度減は繰入金４７１万８,０００円の減、町債２,８６０万円の減、繰越金１１３万

５,０００円の減となっております。 

 ２３ページをお願いします。簡易水道です。 

 令和３年度の主要財源の状況及び推移は上表のとおりであります。 

 使用料及び手数料は、９,０１２万６,０００円で、前年度と比べ２８万円の増、繰越金は

２,４２２万４,０００円で、１１３万５,０００円の減となっております。 

それから水道使用料収納状況、令和３年度水道使用料収納状況は上表のとおりであります。 

 水道使用料の収入済額は８,７９５万２,０００円であります。不納欠損は行っていません。収

入未済額は２万１,０００円であります。 

その下、令和３年度の水道使用料の不納欠損内訳及び推移は上表のとおりであります。 

令和３年度は不納欠損は行っていません。今後とも負担公平性確保のため、最善の徴収努力を

お願いしたいと思います。 

 それから２４ページ、町債についてです。令和３年度の町債発行及び償還状況は上表のとおり

であります。 

 令和３年度は町債４,６６０万円を発行しています。元金の年度末現在高は３億５７２万

５,０００円で、前年度と比べ２,７１２万６,０００円の増であります。 

令和３年度の水道加入者数及び世帯数の状況の推移は上表のとおりであります。 

 加入者は前年度と比べ４１人の減、世帯数は９世帯の増となっております。 

 ２５ページお願いします。これも簡易水道です。令和３年度の歳出決算は、上表のとおりであ

ります。 

 歳出総額は１億６,９５７万４,０００円で、前年度と比べ２,４０１万６,０００円の減であり

ます。主な対前年度増減は水道管理費８６１万３,０００円の増、水道建設費３,２６４万

３,０００円の減となっております。 

 ２６ページをお願いします。 

 下水道事業特別会計です。令和３年度の下水道事業特別会計の決算収支状況は上表のとおりで

あります。 
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 歳入総額は２億６,５１９万３,０００円、歳出総額は２億４,４０３万４,０００円であります。

単年度収支は、５８０万８,０００円、下水道事業財政調整基金２,０６０万円が取崩しされてお

ります。実質単年度収支は１,４６７万円の減となっております。 

 ２７ページをお願いいます。これも下水道の件です。 

 令和３年度歳入決算については上表のとおりであります。 

 歳入総額は２億６,５１９万３,０００円で、前年度と比べ５,６０７万３,０００円の増であり

ます。主な対前年度増減は、諸収入２２１万３,０００円の減、国庫支出金、２,７７５万

１,０００円の増、町債３,２５０万円の増となっております。 

 ２８ページ、これも下水道の件です。令和３年の主要財源の状況及び推移は上表のとおりであ

ります。 

 主な財源は、繰入金で一般会計から１億１,９０８万６,０００円で、構成比４４.９％、基金

からは２,０６０万円で、構成比７.８％、使用料及び手数料は４,１０２万１,０００円で、構成

比は１５.５％となっております。 

下のほうで、令和３年度下水道使用料収納状況は上表のとおりであります。 

 収入済額は４,０９９万９,０００円で、収入未済額は１万３,０００円となっております。 

 次は２９ページ、これも下水道使用料の件です。令和３年度下水道使用料の不納欠損内訳及び

推移は上表のとおりであります。 

 令和３年度の下水道使用料の不納欠損は行っておりません。 

下のほうで令和３年度町債発行及び償還状況は上表のとおりであります。 

 元利償還額は１億１,３６９万６,０００円であります。そのうち償還利子は２,４２２万

４,０００円であります。元金の年度末現在高は１１億９,８５５万２,０００円であります。 

 ３０ページを御覧ください。 

 令和３年度の歳出決算は上表のとおりであります。 

 歳出総額は２億４,４０３万４,０００円で、前年度と比べ、４,９７３万８,０００円の増であ

ります。主な対前年度増減は下水道建設費４,２６４万３,０００円の増、施設管理費１９万

７,０００円の減となっております。 

令和３年度の下水道加入者数の状況及び推移は左表のとおりであります。 

加入人口は、前年度から１９人の減、加入率は前年度から０.２％増の９６％となっておりま

す。 

 ３１ページ、介護保険特別会計保健事業、令和３年度介護保険特別会計保健事業の決算収支状

況は上表のとおりであります。 

 歳入総額は７億２,０３２万２,０００円、歳出総額７億１,１２３万２,０００円であり、実質
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収支は９０９万円で、実質単年度収支は１８万７,０００円の減となっております。 

 ３２ページを御覧ください。 

令和３年度の歳入決算は上表のとおりであります。 

 歳入総額は７億２,０３２万２,０００円で、前年度と比べ３４２万円の増であります。主な対

前年度増減は介護保険料１,３４４万５,０００円の増、国庫支出金４０３万１,０００円の増、

繰入金６１４万２,０００円の減、繰越金６８８万１,０００円の減となっております。 

 ３３ページをお願いします。介護保険です。 

 令和３年度の主要財源の状況及び推移は上表のとおりであります。 

 主な主要財源は、国庫支出金と支払基金交付金で、４９.９％を占めております。一般会計か

らの繰入金は、１億３,４７５万５,０００円で、基金からの繰入金は１,０００万円であります。  

令和３年度介護保険料収納状況は上表のとおりであります。 

 現年度の特別徴収は公的年金から天引納付であるため、対調定収納率は１００％であります。

収入未済額がマイナスなのは還付未済があるためであります。 

それから下のほうに行きます。令和３年度不納欠損内訳の推移は上表のとおりであります。 

 令和３年度の不納欠損額は２２万８,０００円で、人数は１人であります。事由は法定時効で

あるということです。 

３４ページをお願いします。介護です。令和３年度の歳出決算は上表のとおりであります。 

 歳出総額は７億１,１２３万２,０００円で、前年度と比べ３６０万７,０００円の増でありま

す。主な対前年度増減は、保険給付費１,２６１万１,０００円の増、総務費７５４万１,０００円

の減、地域支援事業費３６３万１,０００円の減となっております。 

 ３５ページ、これも介護です。令和３年度の保険給付費内訳及び推移は上表のとおりでありま

す。 

 要介護１から５の認定者が利用したサービスの費用である介護サービス等諸費は、５億

４,３６２万２,０００円であります。前年度と比べ８５８万円の増であります。 

令和３年度被保険者数及び世帯数の状況及び推移は上表のとおりであります。 

 被保険者数は１,８３６人で、前年度と比べ１８人の増であります。世帯比は５７.１％で、前

年度と比べ０.２％の増であります。 

 ３６ページをお願いします。介護保険特別会計サービス事業、令和３年度の介護保険特別会計

サービス事業の決算収支は上表のとおりであります。歳入総額は１,８０８万４,０００円、歳出

総額は１,７１８万４,０００円で、実質収支は９０万円、単年度収支は２１５万４,０００円の

減となっております。 

 ３７ページをお願いします。令和３年度の歳入決算は上表のとおりであります。 
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 歳入総額は、１,８０８万４,０００円で、前年度と比べ１６２万５,０００円の増であります。

主な対前年度増減は繰入金２１１万８,０００円の増、繰越金５２万４,０００円の増、サービス

収入４１万９,０００円の減、諸収入４０万円の減となっております。 

 ３８ページをお願いします。令和３年度歳出決算は上表のとおりであります。 

 歳出総額は１,７１８万４,０００円で、前年度と比べ３７７万９,０００円の増であります。

主な対前年度増はサービス事業費２００万円の増、総務管理費１２５万５,０００円の増となっ

ております。 

令和３年度の要介護支援・要介護認定者数の状況は、左のとおりであります。前年度増減は要

支援認定者は変わらず、要介護認定者は１２名の増であります。人口比は０.３４％増の

６.４７％となっております。 

 ３９ページ、令和３年度後期高齢者医療特別会計の決算収支は上表のとおりであります。 

 歳入総額は６,７３２万５,０００円で、歳出総額は６,７０５万９,０００円であります。実質

収支は２６万６,０００円であります。 

 ４０ページをお願いします。後期高齢者です。令和３年度歳入決算は上表のとおりとなってお

ります。 

 歳入総額は６,７３２万５,０００円で、前年度と比べ９３２万７,０００円の減であります。

主な対前年度増減は、後期高齢者医療保険料６１万１,０００円の減、繰入金、一般会計より

８７３万４,０００円の減、繰越金６万１,０００円の増となっております。 

 ４１ページ、後期高齢です。令和３年度の後期高齢者医療保険料収納状況は上表のとおりであ

ります。 

 現年度分の特別徴収は公的年金からの天引き徴収であるので、対調定収納率は１００％であり

ます。収入未済額は６万１,０００円で、前年度より収納率が下がっております。 

令和３年度の被保険者数の状況は、上表のとおりであります。 

 町人口に対する割合は２０.１％となっております。 

 ４２ページ、これも後期高齢です。令和３年度の歳出決算は上表のとおりであります。 

 歳出総額は６,７０５万９,０００円で、前年度と比べ、８９１万９,０００円の減であります。

主な対前年度減は総務費８０８万１,０００円の減、後期高齢者医療広域連合納付金９６万

３,０００円の減であります。 

 ４３ページをお願いします。これから財産管理になっております。 

 公有財産、土地、建物、山林、この下の数字を御覧ください。それから有価証券及び出資によ

る権利、この分は公財の宮崎県環境整備公社１３万５,０００円の減がありまして、大きな動き

はありません。令和３年度現在高は１億１,２２４万２,１５０円となっております。 
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 ４４ページお願いします。 

物品について、備品については、備品台帳システムを導入し、台帳管理に移行され、適切な処

理がなされております。なお、消耗品については、会計課で一括管理され、経費削減につながっ

ております。また、公用車及び各種事務機械について、事務効率、住民福祉に役立っております。

今後も保全管理、事故防止に注意していただきたいと思います。それから、債券増減高及び年度

末現在高は下のとおりとなっております。 

 ４番目の基金、地方自治法第２４１条第１項前段、特定の目的のために財産を維持し、資金を

積み立てる目的で次の資金を設けて運用しているが、いずれも法令、条例に基づき適正な管理が

なされていることを認めました。各基金の令和３年度末現在高は下記のとおりであります。 

 令和３年度の基金の総額は、前年度と比べ６億５,６２６万６,０００円の増であります。主な

ものに公共施設等整備基金３億５,２２２万９,０００円、福祉基金２億円、ふるさと応援基金

１億７,００５万５,０００円の増、財政調整基金１億５,２７３万６,０００円の減少となってお

ります。令和３年度末の現在高は６８億３,５４１万３,８７０円となっております。 

 それから４５ページをお願いします。 

利子・配当金財産収入、令和３年度の基金利子及び株券等配当金の状況は上表のとおりであり

ます。 

 基金利子及び株券等配当金の合計は、１,０１３万２,０００円で、前年度と比べ２４万

９,０００円の減となっております。世界では金利上昇の傾向が見られるが、我が国では、長期

超低金利時代が継続されている。引き続き慎重に法令、条例に基づいた運用、公共債に取り組ま

れたい。 

 それから４６ページをお願いします。 

定額資金運用基金の運用状況調書意見書、これは、審査の期間が令和４年７月６日やりました。

審査の実施内容、審査に付された調書について、その計数の正確性及び基金の運用状況の妥当性

を検証するため、審査の着眼点に沿って審査を行いました。審査の結果及び意見、地方自治法第

２４１条第１項後段、定額の資金を運用するための基金が４つ設置されており、いずれも法令条

例に基づいた運用がなされ、計数及び証拠書類等合致し、正確であることを認めました。基金の

運用については下記のとおりとなっております。これは数字を御覧ください。 

 それから、４７ページをお願いします。 

 最後になりましたが、講評として、令和３年度の一般会計及び特別会計の歳入歳出決算並びに

基金の運用状況、財産管理状況について審査した結果、それぞれの予算はその目的に沿って効率

的に執行され、おおむね所期の目的を果たしているものと認めました。また、各会計決算及び基

金共に計数に誤りはなく、関係諸帳票証拠書類も整備されていることを認めました。令和３年度
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は新型コロナウイルス感染症の拡大防止、ポストコロナの地域再生、ワクチン接種の加速化など

の対策を講じたものの、次々と変異株による感染拡大の波が起こり、経済活動が停滞し、未だ収

束が見られない状態です。ロシアのウクライナ侵攻に伴う世界エネルギー不安で世界が化石燃料

に依存している現状を浮き彫りにしました。物価上昇、金利、円安など、問題が山積みしている。

また地球温暖化による異常気象は容赦なく全国各地で災害が発生しております。本町においても

町民の不安や負担を軽減するためにも、万全を期していただきたい。 

 本町の令和３年度の決算において固定資産税、寄附金、国庫支出金が減少したものの、地方交

付税が増加、経常収支比率は７６.７％、前年度８２.６％と比較して５.９ポイントの減となっ

た。新型コロナウイルスの感染拡大、少子高齢化、経済の低迷が予測され、財政の硬直化が懸念

されます。歳入においては、前年度より７,８７１万円の減となっており、対前年比１.３％減と

なっております。物価高の影響など、経済動向に左右される制度であるふるさと納税寄附額が

２億９,５２１万９,０００円の減少となっております。今後も経済状況に注意しながら、ふるさ

と納税寄附額の増加に期待したいものです。 

 歳出においては、前年度より８,１８５万４,０００円の減となっており、対前年度比１.４％

の減となった。新型コロナウイルス感染症に伴い、民生費、衛生費が増加しているものの、農林

水産業費、総務費が減少しました。 

 財産管理においてはインフラ事業の上下水道施設、川原自然公園などの観光施設の老朽化によ

り大規模な改修が控えていることから、引き続き健全な財政運営に努めていただきたい。教育費

の３億２,１５１万２,０００円の増は、令和５年４月に開校予定の義務教育学校校舎建設が始ま

ったことによるもので、先行き不安、不透明な中に明るい材料であります。小・中学校での異年

齢層集団による活動、地域社会との関わりの中で、異世代交流による体験活動で豊かな人間性と

社会性を育むことが期待できます。子供のときに教育機会に恵まれることで自分の頭の中で行動

できるようになり、大人になってからも影響が残ると言われています。ふるさと木城に対する愛

情を持ち、郷土で頑張る姿を期待したいものです。 

 本町も住民の安心安全に留意し、常に緊張感を持って、必要な行政サービスを確実かつ効率的

に実施することを念頭に、健全かつ適正な財政運営に努めていただきたいと思います。 

 前回もですが、今回もグラフを用いて決算等の推移を作成しました。何かの参考になればと思

います。 

後、５５ページを見ていただきたいと思います。 

 マイナンバーカードの件で昨日ちょっと新聞に出ていましたから、８月２８日現在の交付状況

は全国では５,９４４万６,８２８件で、４７.２％という数字が出ております。一番高いところ

が８２.６％、低いところは２割に届かないところもあるそうです。何かこういう形で参考にな
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ればと思います。 

 以上、監査報告を終わります。 

○議長（中武 良雄）  代表監査委員の決算審査報告が終わりました。 

 ここで、１０分間の休憩といたします。 

午前11時01分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時10分再開 

○議長（中武 良雄）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１９．決算審査特別委員会の設置及び委員の選任 

○議長（中武 良雄）  日程第１９、決算審査特別委員会の設置及び委員の選任を議題といたしま

す。 

 お諮りいたします。議案第４７号令和３年度木城町一般会計歳入歳出決算認定についてから、

議案第５２号令和３年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定については、９人の委

員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにいたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第４７号から議案第５２号は、

９人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたし

ました。 

 お諮りいたします。ただいま設置されました決算審査特別委員会の委員の選任については、委

員会条例第６条第４項の規定によって、議長が会議に諮って指名することになっております。 

 委員には、久保富士子君、桑原勝広君、森伸夫君、眞鍋博君、神田直人君、黒木泰三君、後藤

和実君、甲斐政治君、そして私、中武良雄を指名したいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  ご異議なしと認めます。したがって、決算審査特別委員会の委員は、久保

富士子君、桑原勝広君、森伸夫君、眞鍋博君、神田直人君、黒木泰三君、後藤和実君、甲斐政治

君、そして私、中武良雄の９名を選任することに決定いたしました。 

 ここで、委員会条例第７条の規定により、決算審査特別委員会を開催し、委員長、副委員長を

互選していただきますので、しばらく休憩といたします。 

午前11時12分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 
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午前11時12分再開 

○議長（中武 良雄）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 決算審査特別委員会の委員長、副委員長が互選されましたので、その結果を報告いたします。 

 決算審査特別委員会委員長に森伸夫君、副委員長に桑原勝広君が互選されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２０．委員会付託の省略 

○議長（中武 良雄）  日程第２０、委員会付託の省略を議題といたします。 

 お諮りいたします。諮問第１号については、会議規則第３９条第３項の規定によって、委員会

付託を省略することにいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  ご異議なしと認めます。よって、諮問第１号については、委員会の付託を

省略することに決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２１．議案に対する質疑 

○議長（中武 良雄）  日程第２１、議案に対する質疑を行います。 

 これより、提案されました議案第４７号から諮問第１号に至る議案の一議案ごとの質疑を行い

ます。 

 まず、諮問第１号については、委員会の付託を省略することに決定いたしましたので、質疑を

行い、討論、採決は最終日に行うことといたします。 

 次に、議案第４７号から議案第５９号に至る議案については、総括質疑といたします。ただし、

議案第４７号から議案第５２号の決算認定６件については、決算審査特別委員会において９名で

審査を行いますので、質疑を省略いたします。 

 まず、諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦についてを議題といたします。 

 これより、質疑を行います。諮問第１号に対する質疑はありませんか。３番、森伸夫君。 

○議員（３番 森  伸夫君）  人権擁護委員の皆さんには、幅広い重要な活動を担っていただい

て、大変ご苦労いただいているというふうに推察をするところで、地域住民からの相談も活動の

一部というふうに考えておりますが、年間どのくらい人件に係る相談があるのか、データがあれ

ば教えていただきたいと思います。 

○議長（中武 良雄）  町民課長。 

○町民課長（平野 大輔君）  木城町の人権擁護委員の方は４名いらっしゃいますけれども、年間

４回ほど福祉センターのほうで相談日を設けております。本日、件数的なものは持ってきており

ませんけれども、年間で１件から２件ほどの相談があるということは報告を受けております。 



- 36 - 

 以上です。 

○議長（中武 良雄）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  質疑なしと認めます。 

 これより、議案第５３号から議案第５９号に対する総括質疑を行います。 

 まず、議案第５３号木城町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てを議題といたします。 

 議案第５３号に対する総括質疑はありませんか。３番、森伸夫君。 

○議員（３番 森  伸夫君）  付託審査の担当外でありますので、１点だけ教えていただきたい

と思いますが、４ページの下のほうの、勤務環境の整備に関する措置の項目で、第２３条という

ことで、育児休業に係る研修はどのように実施されるのか、また、育児休業に関する相談体制に

ついてどのような整備をされているのか教えていただきたいと思います。 

○議長（中武 良雄）  総務財政課長。 

○総務財政課長（河野 浩俊君）  ただいまご質問がありました４ページの第２３条、任命権者は

育児休業の承認の請求が円滑に行えるようにするための環境整備等の件でございますが、これに

つきましては、今回新たに入ってきた措置でありまして、具体的にどういった研修、それから相

談体制とか、そういったものについては、今の時点ではちょっとお答えできるような内容を持っ

ておりません。今までも総務財政課が担当しておりますので、総務財政課のほうに個別に職員等

の相談とか、そういったものというのは来ておりますし、現在もその育児休業を行っているとこ

ろでもありますので、そういったところで相談体制は取っているということでございます。今回

の分につきましては、さらにそれを整備していくと、充実させていくような内容で制定している

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（中武 良雄）  ３番、森伸夫君。 

○議員（３番 森  伸夫君）  今言われましたように、改正前については、こういった条項がな

かったということで、お聞きしたわけでありますけれども、この１０月１日施行までには整備が

できるのか、お聞きします。 

○議長（中武 良雄）  総務財政課長。 

○総務財政課長（河野 浩俊君）  先ほど申し上げましたとおり、現段階でもそういったことで相

談体制を取っているということでありまして、実際この法整備に当たっては、順次体制を整えて

いくということでご理解いただきたいと思います。 

○議長（中武 良雄）  ほかに質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  以上で、本案に対する総括質疑を終わります。 

 次に、議案第５４号木城町子ども医療費の助成に関する条例の制定についてを議題といたしま

す。議案第５４号に対する総括質疑はありませんか。３番、森伸夫君。 

○議員（３番 森  伸夫君）  先ほどの町長の説明で、内容的には十分理解ができましたが、

３ページ、第８条で、助成金の返納についての定めということで整理がしてありますが、２項の

第三者行為によります損害賠償の支払い、内容、そういったもので重複しないような仕組みにな

っているのかどうか、確認をさせていただきたいと思います。 

○議長（中武 良雄）  福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小野 浩司君）  第８条の返納の関係ですけれど、第三者負担行為なので、いわ

ゆる交通事故等も含めた請求がある場合、事前に今回もそうですけれども、一応現物給付を現在

行っておる関係で、いわゆる病院のほうで自己負担を支払うという行為が出てこないということ

もありますので、後から、そういった第三者負担行為等が発生をした分については、改めて返納

をいただくという形になる分の条文をここでうたっているということであります。 

○議長（中武 良雄）  ほかに質疑はありませんか。９番、甲斐政治君。 

○議員（９番 甲斐 政治君）  財源は一般財源だと思いますが、これを実施するに当たり、どれ

ぐらいの負担が増加になるのかお願いをしたいと思います。 

○議長（中武 良雄）  福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小野 浩司君）  令和３年度の給付実績でのお答えになろうかと思いますが、令

和３年度実績ベースでいいますと、２９０万円余りが負担増という形で想定をしております。 

 以上です。 

○議長（中武 良雄）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  以上で、本案に対する総括質疑を終わります。 

 次に、議案第５５号令和４年度木城町一般会計補正予算（第３号）を議題といたします。議案

第５５号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  質疑なしと認めます。 

 以上で、本案に対する総括質疑を終わります。 

 次に、議案第５６号令和４年度木城町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

 議案第５６号に対する総括質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  質疑なしと認めます。 

 以上で、本案に対する質疑を終わります。 

 次に、議案第５７号令和４年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題といた

します。 

 議案第５７号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  質疑なしと認めます。 

 以上で、本案に対する総括質疑を終わります。 

 次に、議案第５８号令和４年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題といたし

ます。 

 議案第５８号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  質疑なしと認めます。 

 以上で、本案に対する総括質疑を終わります。 

 次に、議案第５９号令和４年度木城町介護保険特別会計補正予算（第１号）を議題といたしま

す。 

 議案第５９号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  質疑なしと認めます。 

 以上で、本案に対する総括質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２２．各常任委員会・特別委員会議案審査付託 

○議長（中武 良雄）  日程第２２、各常任委員会・特別委員会議案審査付託を議題といたします。 

 お諮りいたします。第７回木城町議会定例会に付議されました議案の審査については、お手元

に審査日程表が配付してあります。このとおり、おのおのの案件を各常任委員会、特別委員会に

審査付託し、本会期中にその審査結果を求めたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中武 良雄）  ご異議なしと認めます。よって、議案第４７号から議案第５９号に至る議

案については、各常任委員会、特別委員会に審査付託することに決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２３．散会 
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○議長（中武 良雄）  日程第２３、散会。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 明日、３日から６日までは休会。７日水曜日は本会議、午前９時開議で一般質問となっていま

す。 

 本日はこれで散会といたします。議員の皆さんは控室のほうにお願いいたします。 

○事務局長（藤井  学君）  皆様、ご起立ください。一同、礼。お疲れさまでした。 

午前11時25分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 


